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4月から 2008年 3月にかけておこなわれた。開明小学校は，中 i上l開地にある小規模校で，全校
児童数は約 40名である。この小学校に，一人の留学生(トウエン:仮名)がほぼ 2遣に l度継
続的に通い，学校の一成員として授業・給食・掃除・休み時間など全ての活動を子どもたちと
共に過ごした。 トゥエンはミャンマーからの教員研修留学生として 2006年 10月に来日し，半








































































































友人の話， トゥエンが 1年前に初めて雪を見たときの体験談， ミャンマーの気候との比較， ト
ゥエンが最初に覚えた日本語・・というように， とりとめのない話(f雑談J) を，時には言葉の





























































































































































































































































































1) 本稿は，異文化問教育学会第 29回大会 (2008年 6j] 113 京都外国語大学)における口頭発表の内
容を，修正のよまとめたものである。
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